
学校名
教育利用・
校務利用

実践事例の概要 様式

中野中学校
【指定校】

校務利用 ➀ 導入までの流れ Ｂ－１

中野中学校
【指定校】

校務利用 ② 職員研修 「生成ＡＩについて知ろう」 Ｂ－２

中野中学校
【指定校】

教育利用 ③ 生成ＡＩについて理解しよう 生徒オリエンテーション Ｂ－３

中野中学校
【指定校】

教育利用 ④ 導入に向けての講話・体験授業 ＡＩ教室 Ｂ－４

中野中学校
【指定校】

教育利用 ⑤ 改善点を洗い出す 【美術での活用】 Ｂ－５

中野中学校
【指定校】

教育利用 ⑥ 考えの構築と考えを膨らませる 【英語での活用】 Ｂ－６

中野中学校
【指定校】

校務利用 ⑦ 校務利用としての様々な活用事例 Ｂ－７

相模原市教育委員会（神奈川県）リーディングDXスクール事業 【実践事例一覧】

様式A



＜校務利用＞ ➀ 導入までの流れ

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

本校は、生成ＡＩの中でも生徒の利用を考え、Chat GPTの導入を決めました。
生成ＡＩ導入までに必要なことや流れを、企画会、教務会、研究グループで確

認しました。その内容をスプレッドシートで吸い上げ、教育委員会とも共有して
連携しながら行っていきました。

＜内容＞
☑保護者承諾・導入説明について
☑アカウント作成の準備
☑導入に伴って想定される課題の洗い出し
☑アカウント作成動画の準備
☑保護者承諾書フォーム作成
☑生徒に向けて生成ＡＩオリエンテーション準備

全職員がChat GPTのアカウントを取得し、まずは校務や教材研究で使ってみる
ことから始まりました。この時点では、今年度中に、生成ＡＩを組み込んだ授業
を発表できるとは思っていませんでした。生成AIが先生方の校務や授業準備で活
躍し、先生方の働き方改革（生産性の向上）の実感につながれば必ず学校全体に
浸透すると信じていました。



＜校務利用＞ ② 職員研修 「生成ＡＩについて知ろう」

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

初めに、校内研修で「生成AIについて」や「Chat GPTの使い方」、「導入までの
流れ」「簡易プロンプトの作り方と考え方」「情報モラルとセキュリティ」につい
て、教務主任より説明し、そのメリットとデメリットを周知しました。マニュア
ル・システム・シナリオはどこにもなかったので、パイロット校として学校独自で
進めました。また、研修で使用したスライドは、AIコンテンツを使用し、その有用
性の理解を深められるようにしました。



＜教育利用＞ ③ 生成ＡＩについて理解しよう 生徒オリエンテーション

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

生成ＡＩを導入するにあたり、Chat
GPTの生徒オリエンテーションを体育館
で行いました。スライドを使って、
Chat GPT導入までの流れ、ＡＩととも
に生きる社会について、生成ＡＩ、
Chat GPTとは？インターネット検索と
の違い・情報モラル、プロンプトにつ
いて等、全校生徒と考えていきました。

保護者の承諾を得られない？

アカウント作成時の苦労

・アカウント作成において、保護者の承諾を得られない、使用の意図を質問される保護者が
数名いました。
→家庭連絡をして、具体的に使用の意図を説明し、理解していただきました。現在、１００％
アカウント取得。（２・３年生）

・アカウント作成時に必要な情報がタイミングによって異なりました。
・学校で２．３年生（約２００名）は一斉登録できませんでした。



＜教育利用＞ ④ 導入に向けての講話・体験授業 ＡＩ教室

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

ＡＩ教室を、企業の方を講師に呼び、行いました。
全校生徒を対象にクイズを交えながら、生成ＡＩが
得意とすること、苦手とすること、使用する上で注
意しなければならないこと、絶対にやってはならな
いことをわかりやすく教えていただきました。また、
体験授業では簡単なプロンプトの打ち方を教わり
ました。保護者の参観も可能とし、保護者への周知
も図りました。



＜教育利用＞ ⑤ 改善点を洗い出す 【美術での活用】

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

美術（Chat GPT）
ギフトボックスの制作の過程で、工夫した点を
記入した文章を、より相手に分かりやすく改善
する際に使用しました。自分自身がデザインで工
夫した点を整理して、文章でまとめます。その後、
その文章をChat GPTに読ませて、さらに工夫し

た方が良い点を聞いて、対話をしながら改善点
と解決方法を見つけていきました。

その後、班で話し合い、さらにアドバイスを受
けて内容をまとめていきました。

学習の流れを
ＴＶで提示

本校の校内研究の
柱である「学びのス
タンダード」の取組
として、めあての共
有と授業の流れを
提示することを行っ
ています。



＜教育利用＞ ⑥ 考えの構築と考えを膨らませる 【英語での活用】

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

英語（Chat GPT）
ディベートやディスカッションをする中で、より説得力

のある主張ができるようChat GPTを活用しました。他にも
世界遺産の紹介文を、自分の意図をより伝えやすくするた
めに、指摘のあった箇所の難しい単語の言い換えや、より
分かりやすく伝えるための文章編集などに活用しました。
自分や友達の考えを超えた新たな考えや意見を生成AIから
得て、考えの形成につなげました。



＜校務利用＞ ⑦ 校務利用としての様々な活用事例

相模原市立中野中学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

校務（ChatGPT等）
教材研究（課題作成・問題作問・模擬授業）、保護者・生徒への文書たたき台・

例文作成、文書要約、研修スライドたたき台作成、プロジェクト・アイデア創発ト
レーニング

「生徒が自分の考えを広げたり深めたり
している姿｣を各教科担当が授業のある単
元をイメージしながら、事前に作成した対
話型の模擬授業プロンプトに、課題を記入
し、生徒同士がどのような対話を行うか、
Chat GPTに尋ねました。課題の出し方に
よって、対話が弾んだり目標に迫ったりす
る一方、課題が明確ではない場合、対話が
弾まず、一問一答のような対話になってい
ました。後者のような課題の場合、実際の
授業において生徒も課題解決に向かって、
思考力が高まるような対話はできないこと
が予想できます。教師の課題づくりの支援
となると感じました。

写真ありますか


